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ど
う
ぞ
、
図
書
館
へ秋

田
県
立
図
書
館

館
長

関
谷

洋
之

「
最
近
、
本
を
読
ん
で
い
ま
す
か
？
」
こ
う
尋
ね

ら
れ
て
、
少
し
答
え
に
困
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
日
、
稲
田
豊
史
さ
ん
の

『
本
を
読
め
な
く
な
っ
た
人
た
ち

コ
ス
パ
と
テ
キ

ス
ト
メ
デ
ィ
ア
を
め
ぐ
る
現
在
形
』
を
読
み
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
に
情
報
や
娯
楽
が
あ
ふ
れ
る
中
で
、

以
前
の
よ
う
に
本
を
読
む
こ
と
が
難
し
く
な
く
な
っ
て
い
る
人
た
ち
の
実
情

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
も
、
そ
し
て
図
書
館
職
員
と
し
て
も
思

い
当
た
る
こ
と
が
多
く
、
大
い
に
共
感
し
、
納
得
し
ま
し
た
。

「
本
を
読
む
時
間
が
な
い
」「
読
み
た
い
本
は
あ
る
け
れ
ど
、
な
か
な
か
読
み

始
め
ら
れ
な
い
」「
読
み
始
め
て
も
集
中
で
き
な
い
」
そ
う
し
た
経
験
は
、
も

は
や
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
生
活

は
便
利
に
な
っ
た
一
方
で
、
次
々
と
届
く
情
報
に
追
わ
れ
、
ま
と
ま
っ
た
時

間
を
か
け
て
一
冊
の
本
と
向
き
合
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

で
は
、
そ
う
し
た
時
代
に
図
書
館
は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

そ
の
一
つ
が
、
本
と
人
と
の
距
離
を
も
う
一
度
近
づ
け
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
図
書
館
職
員
で
す
。

そ
れ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
夜
ド
ラ『
税
金
で

買
っ
た
本
』
で
す
。
図
書
館
の
日
常
や
、
職
員
と
利
用
者
と
の
さ
ま
ざ
ま
な

関
わ
り
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
特
に
心
に
残
る
の
は
、
職
員
の
姿
で
す
。
雇
用

形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
の
多
く
が
本
を
心
か
ら
好
き
で
、
司
書
と
し
て

の
専
門
性
と
矜
持
を
持
っ
て
仕
事
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
利
用
者

一
人
一
人
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
人
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
考
え

な
が
ら
接
し
て
い
ま
す
。

『
本
を
読
め
な
く
な
っ
た
人
た
ち
』
を
読
み
、『
税
金
で
買
っ
た
本
』
を
観
る

中
で
、
私
は
、
本
を
読
む
人
が
減
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
図

書
館
職
員
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

図
書
館
職
員
の
仕
事
は
、
本
の
貸
出
し
や
返
却
へ
の
対
応
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
利
用
者
が
求
め
る
資
料
や
情
報
を
探
す
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
新
た
に
購

入
す
る
資
料
を
選
ぶ
選
書
、
資
料
を
分
類
・
整
理
し
て
利
用
し
や
す
く
す
る

仕
事
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
を
支
援
す
る
仕
事
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

一
見
す
る
と
目
立
た
な
い
仕
事
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
を

必
要
と
し
て
い
る
人
の
も
と
へ
届
け
る
た
め
に
は
、
幅
広
い
知
識
と
経
験
、
そ

し
て
資
料
を
読
み
解
く
専
門
性
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

『
税
金
で
買
っ
た
本
』
と
い
う
ド
ラ
マ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
は
、
図
書
館
の
本
が

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
皆
で
共
有
す
る
財
産
で
あ
る
こ
と
に
も
思
い
が

及
び
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
図
書
館
員
は
、
集
め
た
本
や
情
報
を
大
切
に
生

か
し
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
へ
確
実
に
繋
い
で
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。

本
を
読
む
こ
と
か
ら
少
し
遠
ざ
か
っ
て
い
る
方
も
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
図
書

館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
何
か
目
的
が
あ
っ
て
も
、
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

静
か
な
場
所
で
過
ご
し
た
い
と
き
で
も
、
何
か
を
調
べ
た
い
と
き
で
も
、
偶

然
の
一
冊
に
出
会
い
を
求
め
る
と
き
で
も
。
図
書
館
は
皆
様
の
様
々
な
思
い

に
応
え
ら
れ
る
場
所
で
す
。

本
を
手
に
取
る
こ
と
、
ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と
、
ほ
ん
の
数
ペ
ー
ジ
を
読
む
こ

と
、
そ
し
て「
こ
ん
な
本
が
あ
っ
た
の
か
」
と
思
う
こ
と
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
本

と
出
会
う
大
切
な
一
歩
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
が
県
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
本
や
知
識
と
出
会
い
、
心
豊
か
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
身
近
な
場
所
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
私

た
ち
図
書
館
職
員
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
図
書
館
を
利
用
す
る

楽
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
日
々
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
う
身
近
な
存
在
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

県立図書館閲覧室の書棚

蔵書を一冊ずつ点検する司書



特
集

県立図書館は様々な情報を県民の皆様に届けています

『サービス向上のための評価アンケート』結果

県立図書館では、今後の図書館サービスの向上に活かすため、利用者の皆様へ『サービス向上のため
の評価アンケート』を行いました。その結果をまとめたものの一部を紹介します。
■実施期間 令和８年９月３日（木）～10日（木） ７日間 ※９月９日（水）は休館日
■実施方法 閲覧室でアンケート用紙配付による調査・Web上のフォームによる調査
■回答者数 延べ379人（内有効377人） ※前回は令和６年度に館内配付のみで実施

県立図書館では、今後の図書館サービスの向上に活かすため、利用者の皆様へ『サービス向上のため
の評価アンケート』を行いました。その結果をまとめたものの一部を紹介します。
■実施期間 令和８年９月３日（木）～10日（木） ７日間 ※９月９日（水）は休館日
■実施方法 閲覧室でアンケート用紙配付による調査・Web上のフォームによる調査
■回答者数 延べ379人（内有効377人） ※前回は令和６年度に館内配付のみで実施

１ 回答者についての質問１ 回答者についての質問

■年齢
年代については、中高年、高齢者の利用が顕著であり、40代～70代で75.3％を占めました。

■住所
秋田市内の方が90.9％、その他が9.1％でした。県外からの来館者は４名でした。

■利用目的 ※複数回答可
77.8%の方が自分の趣味や楽しみでの利用でした。続いて、個人や仕事のための調査、資格試験のた
めの利用がそれぞれ10％を超え、生涯学習施設としての図書館本来の役割や機能に沿った利用が多い
ことがわかりました。
■利用頻度
月に２～３回の利用が33.3％と最も多く、続いて月１回が17.1％、週に２～３回の利用が16.5％でした。

２ 図書館サービスについての質問２ 図書館サービスについての質問

①本館が提供している資料（図書、雑誌等）について、満足していますか。

資料が充実しているとの評価を多くの方からいただきました。前回よ
り満足度が上昇しています。具体的な指摘・要望があった部分は、今
後の参考とさせていただきます。

②本館の職員の対応について、満足していますか。

③生活や仕事等の課題解決サービスについて、知っていますか。また、利用したことがありますか。
④利用した人はこのサービスについて、満足していますか。

多くの方から、「親切」「丁寧」という肯定的な評価をいただきましたが、
一方で自由記述には厳しいコメントもありました。快適にご利用いた
だけるよう、職員全体でスキルアップとサービスの改善に取り組んで
まいります。

約７割の方が知っていました。また、「満足」が前回より増加しています。今後も課題解決サービスの周知を
図り、利用者数の増加と満足度の上昇に取り組んでまいります。

◆調査項目と回答結果

③ ④

満足
49.2%やや満足

33.2%

ふつう
13.8%

やや不満
3.2%

不満
0.5%

満足
70%

やや満足
17%

ふつう
12%

やや不満
1%

利用したことが

ある
28%

知っているが利用したことが

ない
44%

知らない
28%

満足
51%やや満足

34%

ふつう
15%



⑤レファレンス・サービスについて、知っていますか。また利用したことがありますか。
⑥利用した人は、このサービスについて、満足していますか。

認知度は前回とほぼ同じでした。実際に利用した方は少ないものの、満足度は高く、「不満」とする回答はあり
ませんでした。引き続きサービスの周知と職員のレファレンススキルの向上を図ってまいります。

⑦視覚に障害を持つ利用者向けのサービスについて、
知っていますか。また利用したことがありますか。

満足・やや満足を合わせると86％となる高評価をい
ただきました。今後も満足度の向上に全職員で取り
組んでまいります。

⑧県立図書館が、市町村立図書館等を支援する役割があることを知っていますか。
⑨県立図書館が、小中学校や高等学校、特別支援学校へ資料の貸出しを行っていることを知っていますか。

⑩県立図書館では様々なサービスを行っていま
すが、それらについて知っていますか。※複数回答可

どちらも認知度が低くなっています。市町村立図書館や学校図書館への支援は、来館者向けサービスや郷
土資料の収集等と合わせ、当館の大きな役割の一つです。今後も県民の皆様に理解していただけるよう取
り組んでまいります。

⑪全体として本館のサービスについて満足して
いますか。

前回より「知らない」が若干減少し、「利用したことがある」が
増加しています。引き続き本サービスの周知・充実を図って
まいります。

すべての項目で認知度が前回よりも高くなりました。今後も
一層活用していただけるよう諸サービスの充実・周知を進
めてまいります。

⑤ ⑥

⑧ ⑨
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⑦
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⑩ ⑪
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地域活動や市民活動の

拠点として親しまれてい
る秋田県ゆとり生活創造
センター「遊学舎」内に、
「秋田県立図書館コー
ナー」を設置していただ
きました。気軽に楽しめ
る小説を中心に、３か月
ごとに入れ替えていきま
す。
「県立図書館までは少

し距離がある」「遊学舎
を利用するついでに本を
眺めてみたい」という方
は、ぜひお立ち寄りくだ
さい。本との素敵な出会
いや、新しい地域活動の
ヒントが見つかるかもし
れません。

貸出しや返却の方法は、遊学舎にお尋ねください。
なお、県立図書館で借りた本の返却はできませんので、
ご了承ください。

発行年月 令和８年１0月
編集発行 秋田県立図書館
住 所 〒010-0952 秋田市山王新町14-31

TEL(018)866-8400
FAX(018)866-6200

Ｐｉｃｋ ｕｐ ～各チームからの話題～

teens′(ティーンズ)コーナーのレイアウト
変更について

図書資料チーム

「遊学舎」に県立図書館コーナーができ

ました

情報チーム・サービスチーム

企画・広報チーム
『秋田県気象月報』は、秋田測候所（現・秋田地方気象

台）が明治33(1900)年１月から刊行していた月刊誌です。県
立図書館所蔵の明治35(1902)年～昭和38(1963)年の古い
ものは当館のデジタルアーカイブで公開していますが、所
蔵していない一部の年月に関しては欠落した状態でした。こ
の度、秋田地方気象台の協力により、欠落していた部分を
デジタル化し、追加公開しました。

これにより、明治から昭和半ばにかけて秋田県内で災害
をもたらした大雨や大雪時の気象状況、地震の概要や被害
状況等を簡単に調べられるようになりました。ぜひご利用く
ださい。
URL https://adeac.jp/akita-pref/catalog/01-ref-C-378480

Ｅｖｅｎｔ

■近代美術館との連携展示

特別展示「アートの小宇宙（ミクロ
コスモス）」

近代美術館で所蔵する日本画・版画・立体作品など

から、大きさが40㎠以内の小さな作品を紹介します。

小さな中にも作者の巧みな表現技術や想いがつまった

濃密な世界をお楽しみください。あわせて県立図書館

の蔵書から関連資料を展示します。

【期間】 12月10日(木)から１月19日(火)まで

【時間】 午前９時30分から午後５時まで

【会場】 ２階特別展示室

【入場料】無料

～イベント ・催し物のお知らせ～

teens′コーナー
は、13歳から19歳ま
での10代の皆さんの
ためのコーナーです。
読み物のほか、進路
・部活・人間関係・
心や体についてなど、
ティーンズ世代の悩
み解決に役立つ本を
そろえています。
このたび、より快

適にご利用いただけ

『秋田県気象月報』の公開について

るようレイアウト変更を行いました。壁面に新しい棚
を設置し、「生きる」をテーマにした本、雑誌、大型
本、子ども読書支援センター支援員おすすめ本を配架
しています。また、文学コーナーが広くなり、より多
くの作品をご覧いただけるようになりました。この機
会に、ぜひ新しいteens'コーナーをご利用ください。

『秋田県気象月報』昭和７年８月

デジタルアーカイブ『秋田県気象月報』

場所は2階閲覧室右奥、調べ学習
コーナーの隣です

おすすめ 県立図書館
コーナー


